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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】令和1年6月6日(2019.6.6)

【公表番号】特表2018-522955(P2018-522955A)
【公表日】平成30年8月16日(2018.8.16)
【年通号数】公開・登録公報2018-031
【出願番号】特願2017-558468(P2017-558468)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｋ   5/04     (2006.01)
   Ｆ２５Ｂ   1/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｋ    5/04     　　　Ｅ
   Ｃ０９Ｋ    5/04     　　　Ｆ
   Ｃ０９Ｋ    5/04     　　　Ｃ
   Ｃ０９Ｋ    5/04     　　　Ｚ
   Ｆ２５Ｂ    1/00     ３９６Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成31年4月24日(2019.4.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１，１，２，２－テトラフルオロエタンと、
　１，１－ジフルオロエタン、１，２－ジフルオロエタン、１，１，１－トリフルオロエ
タン、ジフルオロメタン、オクタフルオロシクロブタン、１，１，１，２，３，４，４，
４－オクタフルオロ－２－ブテン、１，１，１，２，３，３，３－ヘプタフルオロプロパ
ン、１，１，３，３，３－ペンタフルオロプロペン、１，１，１，２，２－ペンタフルオ
ロプロパン、１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペン、ペンタフルオロエタン、ク
ロロジフルオロメタン、２－クロロ－１，１，１，２－テトラフルオロエタン、１－クロ
ロ－１，１，２，２－テトラフルオロエタン、塩化メチル、クロロフルオロメタン、１，
２－ジクロロ－１，１，２，２－テトラフルオロエタン、１，１－ジクロロ－１，２，２
，２－テトラフルオロエタン、１，１－ジフルオロエチレン及び１，１，２－トリフルオ
ロエチレン並びにこれらの組合せから成る群から選択される少なくとも１つの追加の化合
物と、
を含む組成物。
【請求項２】
　１，３，３，３－テトラフルオロプロペン、１，１，２－トリフルオロエタン、１，１
，１，２－テトラフルオロエタン、１，１，１，２，２，３，３－ヘプタフルオロプロパ
ン及びフルオロエタンから成る群から選択される少なくとも１つの化合物を更に含む、請
求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　約１ｐｐｍ～約１０００ｐｐｍの少なくとも１つのトレーサー化合物を更に含む、請求
項１または２に記載の組成物。
【請求項４】
　約１～約９９重量％のＨＦＣ－１３４及び約９９～約１重量％のＨＦＣ－１５２ａを含
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む、請求項１～３のいずれかに記載の組成物。
【請求項５】
　約１～約９８重量％のＨＦＣ－１３４、約１～約９８重量％のＨＦＣ－１５２ａ及び約
１～約９８重量％のＥ－ＨＦＯ－１２３４ｚｅを含む、請求項１～４のいずれかに記載の
組成物。
【請求項６】
　冷却を生じさせる方法であって、冷却する物体の近傍で請求項１～５のいずれかに記載
の組成物を蒸発させること、及び、その後に前記組成物を凝縮させることを含む方法。
【請求項７】
　加熱を生じさせる方法であって、加熱する物体の近傍で請求項１～５のいずれかに記載
の組成物を凝縮させること、及び、その後に前記組成物を蒸発させることを含む方法。
【請求項８】
　高温ヒートポンプにおいて加熱を生じさせる方法であって、カスケード構成で配置され
た少なくとも２つの段階間で熱が交換され、
　第１のカスケード段階において、選択されたより低い温度で第１の作動流体中に熱を吸
収することと、この熱を、より高い温度で熱を供給する第２のカスケード段階の第２の作
動流体に伝達することとを含み、前記第１又は第２の作動流体が、請求項１～５のいずれ
かに記載の組成物を含む方法。
【請求項９】
　高温ヒートポンプ装置における凝縮機の動作温度を上昇させる方法であって、
　請求項１～５のいずれかに記載の組成物を含む作動流体を前記高温ヒートポンプ装置に
充填することを含む方法。
【請求項１０】
　請求項１～５のいずれかに記載の組成物を含む作動流体を収容する高温ヒートポンプ装
置。
【請求項１１】
　高温ヒートポンプにおける作動流体としての、請求項１～５のいずれかに記載の組成物
の使用。
【請求項１２】
　高温ヒートポンプにおけるＨＦＣ－１３４ａを代替する方法であって、前記高温ヒート
ポンプに請求項１～５のいずれかに記載の組成物を充填することを含み、前記高温ヒート
ポンプが、遠心圧縮機を含む方法。
【請求項１３】
　熱を機械エネルギーに変換するプロセスであって、請求項１～５のいずれかに記載の組
成物を含む作動流体を加熱すること、及び、その後に加熱された作動流体を膨張させるこ
とを含むプロセス。
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